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行政視察報告書 

 

経済建設常任委員会委員長 松浦利実 

 

１ 日 に ち 平成 29 年 11 月 7 日（ 火 ） 

２ 視 察 先 栃木県栃木市 

３ 参 加 者 

【委員長】松浦利実【副委員長】渡部 昇【委員】若尾靖男、林美行、

三輪寿子、柴田雅也、古庄修一、佐藤信行 

【都市計画部長】日比野昌雄【議会事務局書記】山田直子 

４ 調 査 内 容 

テーマ：百貨店と栃木市役所の複合型庁舎について、にぎわいと活力

のあるまちづくり、地域の魅力づくりについて調査する。 

1.全般 2.公募について 3.施設面、管理面について 4.財政面について  

5.本庁舎跡地利用について 6.官民複合施設にしたことによる影響につ

いて 7.市役所視察（見学） 

５ 所感、主な質疑の内

容、提言事項、課題等 

【主な質疑】複合庁舎にされたメリット・デメリット➡・市役所単体

よりも、商業施設があることで気軽に立ち寄りやすくなっている。 

・市と東武百貨店共有の駐車場を使用しているため、満車になってし

まうと両方の施設に影響が出る。 

公募した際、３社が応募、東武百貨店様を選ばれた理由は➡ 

・提案内容に対する実績も充分であり、東武グループのスケールメリ

ットを活かした事業展開が高く評価できた。 

立体駐車場が 7 階建てですが➡・もともとの建物に付随していたもの

を使用。旧駐車場より広くスペースを取る（おもいやり駐車場）（駐車

場料金はとらない）（議論もなかった） 

総事業費は➡・49 億 8,200 万円（庁舎建設基金 9 億 5,400 万円） 

【多治見市へ提言】 

・庁舎移転を考える部署は、建築技師と管理部門を経験している職員

を配置した方がよい。（栃木市の場合、建築の事や施設を管理すること

について知識が足りず、検討に時間を要した） 

【所感】 

官民複合施設にしたことにより、大通りの歩行者交通量は確実に増え

ていると同時に、隣接地には全国展開する「コーヒー」「メガネ」「洋

服」の各店舗が進出している。中心市街地活性化への効果が進んでい

ると実感した。「市役所単体よりも、商業施設があることで気軽に立ち

寄りやすくなっていると思います。」との職員の説明。市民から見た本

庁舎に対する距離感は近くなっていると感じた。多治見市「新本庁舎

建設」は総合計画（後期）において平成 35 年である。議論は始まった

ばかりである。また、駅南市街地再開発事業は、現在進行中である。

さらに、人口対策・中期戦略関連事業も進捗中である。少子高齢化・

多様化する社会構造の変化、急激な“人口減少”に対応するため、 
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５ 所感、主な質疑の内

容、提言事項、課題等 

庁舎建設計画は、今回の先進地における「賑わい・魅力を生み出す様々

な都市機能をより集約し、持続可能なまちづくり・都市の再構築（リ

ノベーション）」を進める必要を強く感じた。 

【課題】 

多治見市においては［国の交付金の活用］と「民間活力」の有効連携

を図ることをさらに推進すべきである。 

６ 写 真 等 

 

【質疑応答の様子】 

 

【栃木市庁舎現地視察の様子】 

 

【栃木市議会議場にて】 

 


